








取組みの始まりから現在まで

【平成22年ごろ】

• 一人の女性が荒れ放題の天神川に心を痛め草刈りや花の植え付けなど、

何年にも亘って継続して来られた。

【令和２年8月】

• 心ある地域住民が集まり、この状況の改善の為に話し合いがもたれた。

• 翌9月から月１回のペースで、草刈り作業ボランティア開始

毎月15～20人の参加、鎌や草刈り機持参、自由参加

(全長700ｍ）











天神川と共に暮らす住民

• 大雨の被害（直近では、H１８年の水害）

雨が長引く度に水位が気掛かり。

• 川沿いの木が大木となり、ゴミの不法投棄で荒れ放題となって
いた。

• 大樹や葦の生い茂る川沿いの道は陰となり、子ども達の防犯上
も問題があった。



一人の方から始まった取り組みが・・・

• 美化活動と共に、地域の方々の交流の輪が拡がっていることに

大きな意味がある。

• そして、この活動を通して、天神川沿いの他の自治体との連携

が生み出されている。

(津田・雑賀・白潟・朝日；天神川で繋がるまちづくりの会）


